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1. 平成26年12月期第3四半期の連結業績（平成26年1月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年12月期第3四半期 34,824 3.3 2,700 △6.1 4,428 6.6 2,867 9.9
25年12月期第3四半期 33,701 △0.8 2,874 10.0 4,155 3.9 2,610 15.4

（注）包括利益 26年12月期第3四半期 3,162百万円 （△32.9％） 25年12月期第3四半期 4,709百万円 （79.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年12月期第3四半期 82.55 ―
25年12月期第3四半期 75.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年12月期第3四半期 127,672 116,538 91.3
25年12月期 125,912 114,489 90.9
（参考）自己資本 26年12月期第3四半期 116,538百万円 25年12月期 114,489百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年12月期 ― 15.00 ― 16.00 31.00
26年12月期 ― 16.00 ―
26年12月期（予想） 16.00 32.00

3. 平成26年12月期の連結業績予想（平成26年 1月 1日～平成26年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 3.6 5,300 7.1 7,000 3.4 4,400 3.7 126.65



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年12月期3Q 35,980,500 株 25年12月期 35,980,500 株
② 期末自己株式数 26年12月期3Q 1,240,147 株 25年12月期 1,239,938 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年12月期3Q 34,740,506 株 25年12月期3Q 34,740,712 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安・株高基調が継続し、企業収益や雇用・所得環境は改善

しつつあります。しかしながら、消費税増税による駆け込み需要の反動減からの回復は鈍く、円安進行による原材

料価格の高騰、海外景気の動向や国内景気についても先行き不透明な状況で推移しております。  

 当社グループの商品需要とも関係の深い建築業界におきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動

により新設住宅着工戸数は低調に推移しており厳しい状況が続いております。  

 このような状況の中、当社グループにおきましては、昨年発売された業界初の温水暖房エコフィールの新商品全

５機種を平成26年９月より順次発売し、15ｋｗ以上の温水暖房ボイラを全機種エコフィールにするなど、省エネ・

高効率商品の充実と普及拡大に注力するとともに、お客様目線でのアフターサービス体制の向上にも努めてまいり

ました。  

 売上高を製品別に見ますと、給湯機器につきましては、消費税増税前の駆け込み需要の影響で石油給湯器やガス

給湯器が売上を伸ばしたことに加えて、業界トップクラスの年間給湯保温効率を実現した「長府エコキュート ０

１シリーズ」や豪州向けのガス給湯器も好調でありましたことから、全体で177億35百万円（前年同期比3.4％増）

となりました。空調機器につきましては、国内向けのルームエアコンやヒートポンプ式温水床暖房、ハウスメーカ

ー向けの冷暖房機が売上を伸ばしたことに加えて石油暖房機の販売増などもあり、全体で121億4百万円（同7.4％

増）となりました。システム機器につきましては、エコフェスタの開催や「シャワ暖プラスＡｇ」を活用したシス

テムバスの拡販セールを行ったものの、消費税増税による需要の落ち込みを補えず、全体で22億84百万円（同

2.1％減）となりました。ソーラー機器につきましては、夏場の天候不順の影響等もあり、エコワイターの売上が

低調でありましたことから、全体で10億93百万円（同12.1％減）となりました。その他は16億8百万円（同5.4％

減）となりました。  

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は348億24百万円（同3.3％増）となりました。また、利益面につ

きましては、主力商品であります石油給湯器などの原材料価格の高騰に伴う利益率の低下や売上構成の変化によ

り、営業利益は27億円（同6.1％減）となりました。経常利益につきましては、円安による為替差益などにより44

億28百万円（同6.6％増）、四半期純利益は28億67百万円（同9.9％増）となりました。  

  

  品目別売上高の状況  

  

  

  当四半期（平成26年12月期第３四半期）  

  金額（百万円）  構成比（％）  前年同四半期比（％）  

給湯機器  17,735  50.9  3.4  

空調機器  12,104  34.8  7.4  

システム機器  2,284  6.6  △2.1  

ソーラー機器  1,093  3.1  △12.1  

その他  1,608  4.6  △5.4  

合 計  34,824  100.0  3.3  
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（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ17億59百万円増加し、1,276億72百万円とな

りました。主な増減としましては、有価証券が43億56百万円、商品及び製品が8億91百万円、機械装置及び運搬具

（純額）が7億2百万円、建物及び構築物（純額）が6億71百万円増加し、投資有価証券が42億84百万円減少しまし

た。  

 負債は、前連結会計年度末に比べ2億90百万円減少し、111億33百万円となりました。主な増減としましては、支

払手形及び買掛金が6億7百万円、設備関係未払金が3億1百万円減少し、賞与引当金が5億31百万円増加しました。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ20億49百万円増加し、1,165億38百万円となりました。主な増減としまして

は、利益剰余金が17億56百万円増加しました。その結果、自己資本比率は91.3％となりました。  

  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の業績予想につきましては、前回予想（平成26年２月７日発表）からの変更はありません。なお、本資料に

記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一

定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

  

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

    （単位：百万円） 

  
前連結会計年度  

(平成25年12月31日)  
当第３四半期連結会計期間  

(平成26年９月30日)  

資産の部     

流動資産     

現金及び預金  5,903 6,328 

受取手形及び売掛金  9,795 7,858 

有価証券  7,646 12,003 

商品及び製品  3,797 4,689 

仕掛品  541 567 

原材料及び貯蔵品  1,304 1,414 

繰延税金資産  114 132 

その他  400 610 

貸倒引当金  △9 △8 

流動資産合計  29,494 33,595 

固定資産     

有形固定資産     

建物及び構築物（純額）  5,049 5,721 

機械装置及び運搬具（純額）  2,089 2,791 

土地  14,115 14,115 

建設仮勘定  370 857 

その他（純額）  244 234 

有形固定資産合計  21,869 23,720 

無形固定資産  108 148 

投資その他の資産     

投資有価証券  73,411 69,127 

長期貸付金  563 531 

繰延税金資産  110 106 

その他  355 443 

貸倒引当金  △0 △1 

投資その他の資産合計  74,440 70,207 

固定資産合計  96,418 94,076 

資産合計  125,912 127,672 
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    （単位：百万円） 

  
前連結会計年度  

(平成25年12月31日)  
当第３四半期連結会計期間  

(平成26年９月30日)  

負債の部     

流動負債     

支払手形及び買掛金  4,634 4,027 

短期借入金  800 1,000 

未払法人税等  789 609 

賞与引当金  217 749 

製品補償損失引当金  67 43 

未払金  792 604 

未払費用  72 131 

預り金  1,188 925 

設備関係未払金  368 66 

設備関係支払手形  1 2 

繰延税金負債  54 1 

その他  184 260 

流動負債合計  9,171 8,422 

固定負債     

繰延税金負債  1,651 1,864 

退職給付引当金  311 567 

その他  288 279 

固定負債合計  2,251 2,711 

負債合計  11,423 11,133 

純資産の部     

株主資本     

資本金  7,000 7,000 

資本剰余金  3,568 3,568 

利益剰余金  103,038 104,794 

自己株式  △2,604 △2,605 

株主資本合計  111,002 112,757 

その他の包括利益累計額     

その他有価証券評価差額金  3,486 3,781 

その他の包括利益累計額合計  3,486 3,781 

純資産合計  114,489 116,538 

負債純資産合計  125,912 127,672 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

  

    （単位：百万円） 

  
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日  
 至 平成25年９月30日)  

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日  
 至 平成26年９月30日)  

売上高  33,701 34,824 

売上原価  24,284 25,412 

売上総利益  9,416 9,411 

販売費及び一般管理費  6,542 6,711 

営業利益  2,874 2,700 

営業外収益     

受取利息  865 836 

受取配当金  132 175 

不動産賃貸料  280 278 

為替差益  61 206 

売電収入  105 256 

その他  176 422 

営業外収益合計  1,622 2,175 

営業外費用     

支払利息  7 6 

不動産賃貸費用  110 122 

売上割引  171 181 

売電費用  44 128 

その他  7 8 

営業外費用合計  340 447 

経常利益  4,155 4,428 

特別利益     

投資有価証券売却益  50 66 

その他  0 0 

特別利益合計  50 67 

特別損失     

固定資産処分損  53 2 

投資有価証券売却損  8 39 

投資有価証券評価損  60 － 

特別損失合計  122 42 

税金等調整前四半期純利益  4,084 4,454 

法人税、住民税及び事業税  1,362 1,604 

法人税等調整額  111 △17 

法人税等合計  1,473 1,586 

少数株主損益調整前四半期純利益  2,610 2,867 

四半期純利益  2,610 2,867 
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

  

    （単位：百万円） 

  
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日  
 至 平成25年９月30日)  

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日  
 至 平成26年９月30日)  

少数株主損益調整前四半期純利益  2,610 2,867 

その他の包括利益     

その他有価証券評価差額金  2,099 294 

その他の包括利益合計  2,099 294 

四半期包括利益  4,709 3,162 

（内訳）     

親会社株主に係る四半期包括利益  4,709 3,162 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

  

  

（セグメント情報等） 

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平

成26年１月１日 至 平成26年９月30日） 

 当社グループは住宅関連機器の製造、販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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